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論  文  内  容  の  要  旨  
氏  名  （ 縣  亮 ）  
論文題名 反射型半導体光増幅器とデータ圧縮技術を用いた次世代光アクセス伝送方式に関する研究 
論文内容の要旨 
 
本論文は，筆者が大阪大学大学院工学研究科（電気電子情報工学専攻）在学中に行った反射型半導体光増幅器とデ
ータ圧縮技術を用いた次世代光アクセス伝送方式に関する研究成果を纏めたものであり，以下のように構成されてい
る． 
第一章は序論であり，本研究の背景として，光アクセス方式のトレンドについて述べ，無線トラヒックの急増に伴
い基地局収容に適した高速光アクセス方式が求められていることを述べる．さらに，各種光アクセス方式の特徴を整
理したうえで，次世代光アクセス方式としてWDM-PON (Wavelength Division Multiplexing Passive Optical Network) 
方式が有望であることと，当該方式の基地局収容への適用に向けた現状の技術課題について述べ，本研究の位置づけ
を明確にする． 
第二章では，WDM-PON方式の実用化には光トランシーバの波長無依存化が鍵であることを述べ，それを実現するうえ
での最有力候補である反射型半導体光増幅器 (Reflective Semiconductor Optical Amplifier: RSOA) を紹介する．
RSOAの動作を表すレート方程式について述べた後，理論解析および実験によるRSOAの変調速度向上法について説明す
る． 
第三章では，各種前方誤り訂正 (Forward Error Correction: FEC) 符号について述べた後，数値シミュレーション
により誤り訂正能力と高速光通信システムへの適用時に予想される伝送特性を評価する．そのうえで，高速WDM-PONに
適したFEC符号について検討する． 
第四章では，基地局収容光アクセス回線向けデータ圧縮技術を提案する．次世代無線アクセス網アーキテクチャと
目されるC-RAN (Centralized Radio Access Network) 構成について説明したうえで，当該構成での基地局収容向け光
アクセスシステムには，データ伝送の高効率化が必須であることを述べる．そのうえで，無線信号品質を殆ど劣化さ
せることなく光アクセス回線への要求帯域を50%削減できるデータ圧縮技術を提案し，数値シミュレーションおよび実
験によりその有効性を示す． 
第五章は結論であり，本研究で得られた成果について総括を行う． 
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論文審査の結果の要旨 
 
無線トラヒックの急増に伴い、基地局収容に適した高速光アクセス方式が求められている。そのような次世代光ア
クセス方式として、WDM-PON (Wavelength Division Multiplexing Passive Optical Network) 方式が有望である。本
学位論文では、次世代光アクセス伝送方式を実現する上で重要な、光トランシーバの波長無依存化技術、高速 WDM-PON
方式に適した前方誤り訂正符号技術および高効率データ圧縮技術に関する研究成果をまとめたものである。 
 
本論文では、提案する反射型半導体光増幅器とデータ圧縮技術を用いた次世代光アクセス伝送方式に関して得られ
た 3つの研究成果についてまとめている。 
（1） WDM-PON方式の実用化には光トランシーバの波長無依存化が鍵であることを述べ、それを実現するうえでの最
有力候補である反射型半導体光増幅器 (Reflective Semiconductor Optical Amplifier: RSOA) を紹介して
いる。瞬時電流印加による RSOAの変調速度向上法を提案し、理論解析および実験によって、その有効性を示
している。 
（2） 各種前方誤り訂正 (Forward Error Correction: FEC) 符号を紹介した後、それらの符号の誤り訂正能力と高
速光通信システムへの適用時に予想される伝送特性を、数値シミュレーションによる評価を行っている。そ
の結果に基づいて、RSOAを用いた高速 WDM-PONシステムに適した FEC符号について検討を行い、積符号や連
接符号を用いることによって、伝送効率をより向上できることを示している。 
（3） 次世代無線アクセス網アーキテクチャと目される C-RAN (Centralized Radio Access Network) 構成を紹介し
た後、C-RAN構成の基地局収容向け光アクセスシステムには、データ伝送の高効率化が必須であることを示し
ている。高効率化の手法をして、無線信号品質を殆ど劣化させることなく光アクセス回線への要求帯域を 50%
削減できるデータ圧縮技術を提案し、数値シミュレーションおよび実験によりその有効性を示している。 
 
以上のように、本論文は反射型半導体光増幅器とデータ圧縮技術を用いた次世代光アクセス伝送方式を提案し、本
提案方式の有効性を実証しており、工学的見地から見て非常に評価の高い成果といえる。よって、本論文は博士論文
として価値あるものと認める。 
 
